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論文審査の要旨 

 

 乳房造影超音波は腫瘍の良悪性の鑑別診断に対する有効性は示されているが、背景乳

腺の造影（BPE : background parenchymal enhancement）についての検討はこれまで報告さ

れていない。本研究は BPE と患者背景、画像情報、病理像との関連を後方視的に検討し

たものである。ソナゾイド造影超音波による BPE は年齢，閉経の有無，乳腺萎縮と関連

を認めたが，造影 MRI など他の画像所見とは有意な関連がないこと、悪性病変は BPE

より造影効果が強く、BPE より造影効果が弱い場合は良性病変であることが示された。

これらの結果から造影超音波が乳房腫瘍の良悪性鑑別だけでなく、乳癌の広がり診断や、

造影 MRI における偽陽性病変を評価できる可能性が示唆された。 

公聴会では，造影 MRI と比較した場合の有用性、BPE の造影ピークの比較による腫瘤

の良悪鑑別の可能性，BPE 測定部位の選択方法、今後の展望について質疑が行われ，い

ずれも適切に回答された。超音波は全ての患者の適応でき、また外科手術において部位

を確認しやすい検査法であり、背景乳腺の造影効果を検討した本研究は乳腺画像診断に

寄与するところが大きい。 

以上より、本研究は博士（医学）の学位に値すると評価できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに画像診断•低侵襲治療学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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